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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、COS7細胞を用いて、KCNE1遺伝子多型であるD85Nの蛋白の安定性と機能および
各種薬剤の本蛋白への作用を検討したものである。その結果、KCNE1-D85NはKvLQT1との共
発現下では、ユビキチン-プロテオソーム系での蛋白分解過程により蛋白の発現量が減少し
IKs電流が抑制されること、抗不整脈薬であるベラパミルがこの蛋白分解過程を抑制するこ
とが判明した。本論文の内容は、循環器病学の分野で、QT延長症候群の分子機序の解明の
一助となり、ベラパミルの治療薬としての有用性を示唆するものであり、明らかに学術水
準を高めたものと認める。 
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